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大
会
は
、
内
田
副
委
員
長
の

進
行
で
始
ま
り
、
議
長
に
北
九

州
地
区
本
部
の
糸
山
代
議
員
を

選
出
し
議
事
を
進
め
た
。

は
じ
め
に
、
真
子
九
州
本
部

委
員
長
が
、
「
来
賓
者
へ
の
お

礼
と
本
年
の
運
動
を
展
開
す
る

た
め
に
、
今
大
会
で
方
針
を
確

立
し
て
頂
き
た
い
。
」
と
挨
拶

さ
れ
た
。

続
い
て
８
名
の
来
賓
者
か
ら

連
帯
の
挨
拶
を
頂
き
、
最
後
に

松
川
国
労
本
部
書
記
長
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
方
針
の
問

題
提
起
が
行
わ
れ
た
。

大
会
は
、
古
賀
業
務
部
長
の

経
過
及
び
協
約
協
定
、
千
々
岩

書
記
長
か
ら
方
針
の
提
案
が
行

わ
れ
た
。

質
疑
は
、
７
名
が
発
言
に
立

ち
、
そ
の
後
全
体
で
承
認
さ
れ

方
針
が
確
立
し
た
。

財
政
は
、
黒
木
財
政
分
科
会

委
員
長
か
ら
、
決
算
及
び
予
算

報
告
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
、
千
々
岩
委
員
長
の

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
閉
会

し
た
。
（
詳
し
く
は
九
州
本
部

情
報
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

８
月
３
０
日
に
博
多
に
お

い
て
、
第
３
３
回
九
州
本
部

大
会
が
開
催
さ
れ
、
鹿
児
島

地
区
本
部
か
ら
、
代
議
員
で

福
田
・
黒
木
氏
、
地
区
本
部

か
ら
、
原
村
・
千
代
森
・
柏

木
・
川
崎
氏
、
職
協
代
表
で

西
原
氏
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
福
田
氏
が
発

言
し
、
合
理
化
反
対
の
運
動

の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

私
か
ら
は
、
特
急
ワ
ン
マ
ン
と
会
社
が
発
表

し
た
「
輸
送
密
度
」
に
つ
い
て
発
言
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

特
急
ワ
ン
マ
ン
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
昨
年

ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら
、
宮
崎
空
港
か
ら
大
分
間
に

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
社
は
、
来
年
度

鹿
児
島
中
央
か
ら
南
宮
崎
「
霧
島
」
を
ワ
ン
マ

ン
に
す
る
計
画
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
地
区
本
部
と
し
て
、
ダ
イ
ヤ
改
正

交
渉
及
び
ダ
イ
ヤ
改
正
後
交
渉
の
中
で
、
「
安

全
と
サ
ー
ビ
ス
」
に
問
題
が
あ
り
中
止
と
設
備

の
改
善
等
に
つ
い
て
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
定
の
設
備
の
改
善
は
す
る
が
、
会
社
は
何
ら

問
題
は
な
い
と
言
っ
て
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
は
「
案
内
要
員
」
が
乗
務
し

て
い
る
状
況
で
、
ツ
ー
マ
ン
と
変
わ
ら
な
い
状

況
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
幸
い
大
き
な
事
故
、

自
然
現
象
が
発
生
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
問

題
が
無
い
の
で
は
な
く
、
対
応
が
で
き
て
い
る

か
ら
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
ツ
ー
マ
ン
運
転
こ

そ
が
、
安
全
と
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
が
で
き
る
絶

対
的
条
件
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
会
社

に
つ
き
つ
め
る
と
と
も
に
、
完
全
ワ
ン
マ
ン
時

に
ど
う
具
体
的
対
応
を
す
る
の
か
追
求
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
交
渉
の
強
化
と
共
に
、
国
労
と
し
て
、

他
組
合
員
に
見
え
る
運
動
の
構
築
と
展
開
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
強
く
感
じ
ま
す
。
国
労
と
し

て
『
反
対
』
と
い
う
意
思
表
示
を
す
る
た
め
に

も
、
情
宣
活
動
を
進
め
る
と
同
時
に
、
具
体
的

組
織
的
行
動
（
ス
ト
・
集
会
・
ビ
ラ
配
布
等
）

の
展
開
が
必
要
な
時
期
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
効
率
化
で
、
職

場
で
の
不
満
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

国
労
は
本
当
に
社
員
の
立
場
で
頑
張
っ
て
い

る
組
合
で
あ
る
と
広
く
打
っ
て
で
る
具
体
的
運

動
、
行
動
の
提
起
を
九
州
本
部
に
強
く
求
め
た

と
思
い
ま
す
。

２
点
目
は
、
「
輸
送
密
度
」
報
道
に
つ
い
て

で
す
。
組
合
が
言
っ
て
も
出
さ
な
か
っ
た
会
社

が
今
な
ぜ
新
聞
報
道
し
た
の
か
を
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

私
的
に
言
え
ば
、
乗
車
・
利
用
を
呼
び
掛
け

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
民
間
会
社
と
な

っ
た
今
、
地
方
線
は
赤
字
で
す
よ
、
存
続
が
危

な
い
で
す
よ
と
・
・
・
、
存
続
し
た
い
な
ら
経

営
方
式
（
上
下
分
離
式
）
し
か
な
い
で
す
よ
と

・
・
世
論
を
誘
導
す
る
（
あ
き
ら
め
さ
せ
る
）

た
め
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
。
そ
う
見
る
と
、
地

方
線
の
具
体
的
縮
小
・
廃
止
が
で
て
く
る
可
能

性
が
高
ま
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

国
労
と
し
て
今
後
ど
う
闘
う
の
か
、
方
針
で

あ
る
地
方
公
共
交
通
を
守
る
闘
い
の
具
体
化
の

た
め
に
、
会
社
内
で
の
闘
い
と
と
に
、
地
方
に

お
け
る
取
組
み
（
利
用
促
進
・
自
治
体
要
請
・

守
る
会
結
成
等
）
の
具
体
的
展
開
が
早
急
に
求

め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
九
州
本
部
と
し
て
、

対
策
会
議
等
を
設
置
し
、
各
地
方
で
具
体
的
運

動
の
展
開
が
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

鹿
児
島
地
区
本
部
も
九
州
本
部
、
組
合
員
の

皆
様
と
共
に
、
闘
う
国
労
組
合
員
と
し
て
奮
闘

す
る
こ
と
誓
い
発
言
と
し
ま
す
。

執
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国
労
鹿
児
島
地
区
本
部
大
会
は
、

１
０
月
２
９
日
（
日
）
予
定
で
す
。

各
組
合
員
は
勤
務
手
配
を
お
願
い
い
た
し
ま
す


